
部

選定
区分

　１　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

〔オートキャンプ場〕

〔温泉保養センター〕

④一時避難所指定に係る業務

〔共通業務〕

なし

①売店事業（温泉保養センターにおける売店事業）

②自動販売機事業

③イベントの開催等

①利用しやすい割引料金の設定(オートキャンプ場閑散期における割引料金)

②利用者の利便性向上のための便益施設の設置（キャンプ用品の貸し出し等）

③利用促進のための情報発信（HP，パンフレット等によるＰＲ）

④利用環境向上のためのインターネット予約サービス（オートキャンプ場のみ）

土木部

②維持管理に関する業務

　指定管理者の特別な要件 公募
非公募

 特になし

　エ　機械器具の点検および清掃管理　　オ　従事者の健康管理

①公園の使用に係る利用料金の徴収に関する業務

　キ　災害時や事故発生時における被害の拡大防止，避難誘導，事故状況の確認および市を含む関係機関への連絡調整等に関する業務

　イ　施設，設備，駐車場等の維持管理に関する業務　　ウ　館内，駐車場，施設周辺の草刈・清掃，ごみ収集および処理に関する業務

　キ　災害時や事故発生時における被害の拡大防止，避難誘導，事故状況の確認および市を含む関係機関への連絡調整等に関する業務

　ウ　次年度の事業計画書および収支予算書の作成に関する業務　　エ　当該年度の事業報告書および収支決算書の作成に関する業務

　オ　モニタリングの実施に関する業務　　カ　市との連絡調整に関する業務　　キ　指定期間終了にあたっての引き継ぎに関する業務　

　ク　その他必要な業務

②その他，市または指定管理者が必要と認める業務

　ア　使用の許可および制限に関する業務　　イ　施設の案内等に関する業務

　ウ　使用者数，使用状況の把握，報告書の作成等に関する業務　　エ　苦情等への対応に関する業務

　オ　高齢者および身体障がい者等への対応に関する業務

③衛生管理に関する業務

　ア　脱衣室，浴室，便所等の清掃管理　　イ　排水設備の清掃管理　　ウ　源泉水，上り湯，浴槽水の温度および水質管理

　ア　給湯設備，給水設備，ボイラ－など温泉の営業に必要な付属設備の運転に関する業務

　エ　日常点検・保守・巡視・巡回警備に関する業務　　オ　施設，設備の修繕に関する業務

　カ　使用者の安全確保および秩序の維持に関する業務

　ア　公園の広報に関する業務　　イ　使用者に対する傷害および賠償保険への加入等に関する業務

　イ　施設，設備，駐車場等の維持管理に関する業務　　ウ　各施設，駐車場，施設周辺の清掃，ごみ収集および処理に関する業務

　エ　日常点検・保守・巡視・巡回警備に関する業務　　オ　施設，設備の修繕に関する業務

　カ　使用者の安全確保および秩序の維持に関する業務

①使用の許可等に関する業務

　料金体系

　構造規模等
　耐用年数

〔オートキャンプ場〕
規模：約２．０２ヘクタール
施設内容：オートサイト２２サイト，フリーテントサイト２０サイト，コテージ７室，集会室，炊事場２棟，
　　　　　　　 バーベキューハウス，ハーブハウス，センターハウス等
〔温泉保養センター〕
規模：約０．９４ヘクタール
施設内容：入浴施設（高温・低温・水風呂，サウナ室），大広間，和室等

　（１）管理業務

②維持管理に関する業務

　ア　芝刈，草刈，樹木，花壇等の管理に関する業務

７９１，０９５千円

①使用の許可等に関する業務

 函館市戸井ウォーターパーク条例

一般社団法人　函館市住宅都市施設公社 令和2年(2020年)4月1日～令和7年(2025年)3月31日

〔オートキャンプ場〕
供用期間　  ４月１日～１０月３１日
休  場  日　 なし
〔温泉保養センター〕
供用期間　　通年
開館時間　  午前１０時～午後９時
休  館  日　 月曜日（月曜日が休日にあたる時は，その日に最も近い休日ではない日），
 　　　　　　　 １月１日および１２月３１日

 市民に憩いの場とレクリエーションに親しむ場を提供し，もって市民の福祉の増進に資することを目的とする。

　指定管理者名

　設置目的

　設置年月

　ア　使用の許可および制限に関する業務　　イ　施設の案内等に関する業務

 函館市戸井ウォーターパーク（オートキャンプ場・温泉保養センター）　函館市原木町２８１番地ほか

令和２年度　指定管理者業務実績シート

　２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

　（２）委託事業

　（３）自主事業

課

〔オートキャンプ場〕
□利用料金制の採用の　有　無
　　・コテージ　　大人１人１泊　４，６２０円　小人１人１泊３，３６０円（休憩１室３，１５０円）
　　・スタンダードカーサイト　　１区画１泊　５，２５０円（１日２，１００円）
　　・フリーテントサイト　　１区画１泊　２，６２５円（１日１，０５０円）
　　・コインランドリー　　１回３００円
〔温泉保養センター〕
□利用料金制の採用の　有　無
　　　大人(12歳以上)　１回360円　　中人(６～12歳未満)　   １回150円
　　　小人(６歳未満)　 １回  80円　　市内在住の６５歳以上  １回  50円

 平成９年４月

作成年月日　令和3年(2021年)6月30日
公園河川管理課

　ウ　使用者数，使用状況の把握，報告書の作成等に関する業務　　エ　苦情等への対応に関する業務

　オ　高齢者および身体障がい者等への対応に関する業務

指定期間

建設費

　施設名・所在地

　設置条例

　開館時間
　休館日等



満足43.8% やや満足20.8% 普通18.8% やや不満4.2% 不満　0.0%  

満足45.8% やや満足22.9% 普通16.7% やや不満2.1% 不満　0.0%

満足56.3% やや満足 22.9% 普通 8.3% やや不満0.0% 不満　0.0%

満足10.0% やや満足65.0% 普通15.0% やや不満5.0% 不満0.0%

満足45.0% やや満足45.0% 普通5.0% やや不満0.0% 不満5.0%

満足55.0% やや満足25.0% 普通10.0% やや不満5.0% 不満5.0%

〔オートキャンプ場〕

　

　

      　年度別利用者数   

〔温泉保養センター〕

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3,779 2,908 4,546 5,520 6,346 4,635 5,345 4,286 4,448 4,591 4,252 4,401

519 405 792 1,108 1,921 1,004 807 598 583 668 528 557

10 26 43 144 345 131 45 23 21 24 30 51

19 23 75 129 235 86 54 32 35 32 39 34

95 43 82 118 132 121 145 149 149 147 144 153

0 0 3 3 6 8 6 4 0 4 6 4

0 1 1 29 0 0 0 0 0 1 4 4

3,136 2,410 3,550 3,989 3,707 3,285 4,288 3,480 3,660 3,715 3,501 3,598

      　年度別利用者数 　

無回答12.4%

無回答12.5%

無回答12.5%

無回答5.0%

無回答5.0%

無回答5.0%

　・主な内容

施設の利便性：

スタッフの対応：

施設の清潔度：

145

1,330962

870

1,333

　・主な内容

910 12 24 28

28

69

239 624 259

令和元年度

5,3934,303

1,5721,632

1,6791,141

924 1,053

平成３０年度

212 60

67,523

261

67,989

      令和２年度の月別利用者数

　福祉券(当日券＋回数券）

区分

42,319

合計

55,057

9,490

793

77,744

平成２８年度 平成３０年度

1,538

893

(単位：人)

17

4,559

955

43660

8

1,812

271

239

58

436

91

(単位：人)

(単位：人)

　○キャンプ場アンケート　

1,478

206

　ライダーサイト

　フリーサイト（デイ）

　・実施方法　　回収箱設置方式（一部清掃員回収）

27

　・実施期間　　令和２年４月１日～令和２年10月31日

　・回収件数　　48件

13

141322

87

22 57 56

1,333

206

1,538295 694 301

27

60

10月 計

4,559

101 955

310

　オートサイト（宿泊）

　オートサイト（デイ）

　オートサイト（デイ）

　フリーサイト（宿泊）

　フリーサイト（デイ）

258

　コテージ

4,678 4,542

1,803

28 133

平成２８年度

503

0

0

平成２９年度

0

123

6

144221

0

2

0 14

1,257 1,215

305

利用者総数

      令和２年度の月別利用者数

区分 4月 5月

91

241

49 217

11,608

6月

0

３　市民ニーズの把握の実施状況

　４　施設の利用状況（利用者数，稼働率など）

1,942

　ライダーサイト

2,354

令和元年度

44

40

令和２年度

687

1,233

55,057

362

　オートサイト（宿泊）

　コテージ

　フリーサイト（宿泊）

区分

使用者総数

843

144

31

使用者総数

区分

利用者総数

　大人(12歳以上)

　小人回数券

　中人(6～12歳未満)

　小人（6歳未満)

　大人回数券

　中人回数券

平成２９年度

　大人(12歳以上) 13,978 13,013

1,526 1,228　中人(6～12歳未満)

73,802

　小人（6歳未満) 853

54

　大人回数券 3,848 3,714

　中人回数券 74 196 93

令和２年度

100 44

　福祉券(当日券＋回数券） 57,216 54,723 51,960

　小人回数券 45 75

893

730

1,210

793

1,478

82 40

1,530

1,057

51,670 42,319

9月

(単位：人)

7月 8月

12,201 9,490

施設の利便性：

施設の清潔度：

スタッフの対応：

　・実施期間　　令和３年2月1日～令和３年3月14日

　○温泉保養センターアンケート　

　・実施方法　　回収箱設置方式

　・回収件数　  20件



68,169,457

0

879

9,142,947

8,947,272

469,819

3,185,914

1,349,551

2,580,611

29,981,609

35,607,237

12,511,734

7,375,057

5,136,677

23,095,503

495,006

2,127,032

68,169,457

52,401,321

12,893,725

5,994,150

6,899,575

747,379

252,373

令和２年度

当該施設の利用者一人当た
り税金投入コスト

修繕費

光熱水費

通信運搬費

　　管理費

事務費

　　維持費

業務費

キャンプ場

遊湯館

維持管理費

人件費

雑収入

計(A)

オートキャンプ場

自主事業

利用料

委託料

　５　指定管理者の収支状況

　

収支（A)-(B)

燃料費

計(B)

　６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況
　　実地調査の実施　　有
　　モニタリング仕様書に基づく定期報告などは，適正に行われている。
  　また，市からの改善指示は特になし。

諸税負担金

湯遊館

収入

その他



　７　指定管理者に対する評価

①指定管理者の自己評価

　

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

②市の指定管理者に対する実績評価

　

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　□　Ｄ

　　□　Ａ

　　■　Ｂ

　　□　Ｃ

　　　評　価　の　内　容評　価

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」
　Ａ　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。
　Ｂ　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。
　Ｃ　協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。
　Ｄ　協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

◎「団体の経営状況」
　A　事業収支，経営状況に問題はない。
　B　事業収支，経営状況の今後に注意を要する。
　C　事業収支，経営状況に早急な改善を要する。

評　価 　　　評　価　の　内　容

協定書に基づき，清掃，警備等を
適切に遂行し，利用者が安心して利
用できる管理体制を整えた。
利用日等を遵守し，利用の受付や

許可を適正に行った。
従業員の賃金水準等は適正に確保

した。

団体の経営状況

従業員の接遇，資質の向上に意欲
的であり，アンケート調査結果から
も利用者に対する丁寧，新設な対応
が高い評価を得ている。
施設の清掃等にも力を入れてお

り，魅力的な施設の運営により，リ
ピート率向上に寄与している。

利用者増加のため，ニーズを的確
に把握しながら，効果的な啓発を行
うことが必要である。

団体の経営状況

団体の経営状況については，財務指
標において良好な値を示しており，特
に，問題はない。

今年度から指定管理者として当該
施設を運営し，コロナの影響で苦慮
されていたが，地域に根ざしたサー
ビスを実施するなど工夫をしてい
た。今後は通年営業の温泉部分の利
用者の増加に向け，広報活動を工夫
する必要がある。

業務の履行状況

サービスの質の状況

課題と今後の対応区　分

協定書に基づき，管理業務はおお
むね適切に遂行されていた。
体調不良を訴えた利用者に対する

救急措置および救急車の要請など的
確に対応していた。
必要に応じて市へ報告または市と

協議を行い，施設の適正な管理に努
めていた。

施設の老朽化が進んでいることか
ら，巡回・巡視を確実に行い，修繕
が必要な場合は，今後においても市
と協議しながら適切な施設整備を行
い，利用者の安全確保に努めるこ
と。

業務の履行状況

施設の老朽化が著しいため，修繕
の計画を立案し実施するとともに，
函館市と協議することが必要であ
る。

　従業員の接遇は適切に行われた。
苦情，要望に対し適切に対応し

た。
利用者を満足させる施設運営を

行った。

コロナ禍に適した自主事業を充実し，
また，利用者数増のため，利用者ニー
ズを把握し実施するとともに，より効果
的なPRを行うことが必要である。

函館市と協議を進める中で，施設
の修繕などを含め，健全な運営に努
める。

課題と今後の対応

事業収支および財務指標において
は問題はなかった。

区　分

サービスの質の状況


